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「インスリン」は、血糖値を下げる　　　　のホルモンです

６０歳過ぎると、

インスリン生産量は２／３

子どものインスリンの分泌は

大人に比べて未熟です。

そしてこれから長～い人生、

インスリンを使って生きてい

きます。

そして…このインスリン、使いすぎると尽きてしまいます。
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糖ばかりではありません…インスリンは普段、こんなふうに働いています。
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